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令和令和55年年
第第33回� 定例会回� 定例会

99月月1313日日
　９月１３日、令和５年第３回定例会が
開催され、町長の一般行政報告および
教育長の教育行政報告の後、７名の議
員が８件の一般質問を行いました。
　令和４年度の一般会計・特別会計と
水道事業会計の決算審査については、
決算特別委員会を設置して集中審査を
することとしました。

■総務管理費
　�沼田町開拓１３０周年記念事業のために新たに
雇用する会計年度任用職員報酬� １１８万円

■企画事業費
　�幌新地区の情報を発信する魅力創造マイス
ターへの委託料� １９万円

■沼田町特産品開発事業
　�クラフトビール醸造施設設計と地盤調査委
託料� ３０３万円

■感染症予防対策費
　�新型コロナウイルスワクチン接種に係る委
託料� ３１３万円

■沼田厚生クリニック運営費
　�クリニックの運営損失補填と古くなった医
療機器更新に係る助成金� ５４９０万円

■暮らしの安心センター運営費
　�入口上部にある庇の改修に係る実施設計業
務委託料� ９９万円

■農業総務費
　農業後継者への機械購入などに係る補助金
� 　３００万円

■農業用施設災害復旧費
　�大雨により被害を受けた農地や農業施設へ
の復旧支援補助金� １５万円

　以下の議案についてすべて全会一致で承認されました。

　一般会計の予算総額に9494万を追加し、予算の
総額を55億6905万とする補正予算を承認しました。
　主なものは以下のようになります。

　旭寿園、グループホームなごみの特別会計と、
水道事業会計の補正予算を承認しました。

上程された
おもな議案

補正予算

■�深川市ほか４町介護認定審査会共同設置規約の一部
を変更する規約について
■�北空知障がい支援区分認定審査会共同設置規約の一
部を変更する規約について
■北海道市町村退職手当組合規約の変更について
■�除雪ドーザ草刈り装置購入事業に係る物品の購入契
約について� １４３９万円

一般会計

■特別養護老人ホーム特別会計
■高齢者グループホーム特別会計
■水道事業会計
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暮らしの安心センター入口上にある庇の改修部分

■�軽油引取税の課税免除特例措置の継続を
　求める意見書
　�道路以外で稼働する機械に使用する軽油の
免税措置が解除されると、スキー場の圧雪車
に大きな影響が出るため。

■教育委員の任命　松尾　敦史　氏(再任)
■公平委員の選任　栗中　一弘　氏(新任)

■�国土強靱化に資する社会資本整備等に
　関する意見書
　�沼田から秩父別間の道道への防雪柵設置を
はじめとする、防災・減災・国土強靱化を進
めることを求めるものです。

　この請願は、採決の結果反対多数で不採択となりました。

　２件の意見書提出を求める請願を全会一致で採択しました。

　２件の人事案件に同意しました。

賛否が分か
れた請願

意　見　書

人 事 案 件

■�国立病院の機能強化を求める
　意見書提出を求める請願
　�新型コロナウイルス感染症拡大時に、医療崩壊の
危機に直面した教訓から、地域医療の充実を図る
ため、国立病院の機能強化を求めるものです。

採決の結果

反 

対     

賛 

成    

　雪の荷重で木部に亀裂が生じたと思われま
す。どのような補修が行えるか専門家に委託し、
実施設計を行います。
　当面通行には支障はありませんが、この冬に
関しては、適切な雪下ろしを行うことで対応し
ます。

 庇
ヒサシ

の一部に亀裂が発生
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増水した雨竜川

ますが、基準の変更についてはここでは明
言できません。
中村　宗寛　農業委員会会長
　水田の畑地化は個人の判断に任せられます
が、土地価格の下落を防ぐためには農地の多面
的機能を理解してもらう必要があります。

町長 　
　有害鳥獣駆除対策の地域おこし協力隊員は、
任期満了後に町職員や他の法人で活動している
者がいます。定期的に本人の希望を聞き、より
よい体制を検討します。
　外部委託は、近隣自治体と連携することで効
果を上げています。法人設立には人材確保が必
要不可欠であり、将来的に検討していきます。
　農作物被害が発生しており、観光にも影響が
出ていると認識しますので、事業の採算性確保
の方法を関係者と検討します。

水害の教訓を活かすには

持続可能な有害鳥獣駆除対策を

事前放流の重要性は理解する

農作物被害の予防と観光への影響抑制を関係者と検討する

畑地 　
・町長へ
　８月６日に起きた雨竜川水系での水害につい
て、過去の水害の教訓に立って、対応のタイミ
ングを聞きたい。
　前日までに河川事務所と事前放流について協
議することはできなかったのか。
・農業委員会会長へ
　水田の畑地化に対して、農地が持つ多面的機
能をどう評価するか。

町長
　情報収集と関係機関との連絡体制は整ってい
ました。河川水量が基準量を超えると予想され
る場合には、事前放流を要請することもあり得

伊藤 　
　有害鳥獣対策を行う地域おこし協力隊員の、
任期満了後の状況はどうなっているか。
　外部委託の可否と法人設立の検討、事業の採
算性をどのように考えるか。

畑地　誉　議員

伊藤　淳　議員

横山町長

横山町長

一　 般　 質　 問町長、教育長への
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町長 　
　公共施設管理計画に基づき、新たな町民体育
館建設の必要性は感じるが、人口減少と財政状況
から中学校体育館と両方を同時に更新することは
困難であり、まずは財源を確保することが必要です。

三浦　剛　教育長
　新しい町民体育館は、生涯スポー
ツの拠点として整備することが望ま
しいと考えます。
　施設のコンセプトを明確にし、設立準備会は
他の事業計画と財政状況を考慮しながら設置時
期を検討します。

財源を確保し、中学校体育館との複合施設を目指す

久保 　
　公共施設管理総合計画の中で、町民体育館は
現在どのような位置づけにあるのか。
　少子高齢化と商店街の空洞化が進む中、「あ
るくらす」にこそ交流拠点が必要となる。体育
館を中学校に併設するのでなく、「あるくらす」
を拠点とした複合施設が必要ではないか。
　新しい施設には明確なコンセプトが必要で、
そのためには多方面の人材を活用した準備会を
立ち上げるべきでは。

シン・町民体育館を町の拠点にしよう

横山町長久保　元宏　議員

「あるくらす」周辺を沼田町の拠点に

新規開業希望者への支援を継続する

上野 　
　最近、商店街の呉服店が閉店し、高齢者にと
って身近な店舗が少なくなった。
　人口流入を促す施策の拡充や補助金の見直
し、特に空き店舗を有効に活用した多様な業種
の誘致が重要ではないか。

町長 　
　最近４年間で１4事業所が新規開業しており、
引き続き支援を進めていきます。
　空き店舗対策としては、「チャレンジショッ
プ」的な取り組みも検討します。

沼田町商店街の今後は

横山町長上野　敏夫　議員

閉鎖店舗が増えつつある現在の商店街
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一部廃線の翌朝すぐに線路が切られました

を集約していきます。特に生徒からの意見は、
教育委員会を通じて相談していきます。
　鉄道資産の活用には費用もかかるということ
を踏まえて検討していきたいと思います。

町長
　自衛隊法と自衛隊法施行令に基づいて情報を
提供していると認識しますが、個人情報保護法
を遵守する上から、情報提供を望まない方から
の除外申請の導入を検討します。

ＪＲ留萌本線廃線後の施設及び土地利活用は

本人の同意なく自衛隊への個人情報提供はやめるべき

幅広い年代から意見を聞き検討する

除外申請の導入を検討する

長野
　ＪＲ留萌本線廃線後の資産の活用は、町の未
来にとって重要な課題である。
　町民と行政が一体となってまちづくりを考え
る場が必要。町民を政策立案の段階から参画さ
せることで当事者意識が高まる。特に、町の未
来を担う中学生や高校生など若い世代の意見も
聞いてはどうか。
　全国各地の廃線跡地利用例に学び、ＪＲ北海
道の廃線跡地活用イノベーションプログラムも
資産活用の参考とするべきではないか。

町長 　
　これまで様々な形で町民からの意見集約に取
り組んできました。そういった会合に出られな
い方の意見も含め、今後も幅広い年代から意見

篠原 　
　自衛隊に応募する若者が減少する中、自治体
から自衛隊に住民の個人情報が提供されている
事は、個人情報保護の観点から問題があると考
える。
　自衛隊法に法的拘束力はなく、過去の政府見
解でも情報提供は強制ではないとされているこ
とをどう捉えているか。

篠原議員のその他の質問
問　�異常な物価高騰から町民生活を守るた

めには
　答　�町民への継続的な支援を検討する

篠原　暁　議員

長野　時敏　議員 横山町長

横山町長
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も福祉灯油の継続の他、対策を講じていきます。
　根本的なエネルギー対策も、国に対して強く
求めていきます。
　農作物の高温障害への支援を国に求めること
は、状況を見ながら対応します。
中村　宗寛　農業委員会会長
　国に対して要請活動を行っており、収穫状況
を見ながら追加の支援要請も検討します。

エネルギー高騰に町としても支援を

福祉灯油の他対策を講じていく

大沼
・町長へ
　依然として燃料価格が高騰し、生活に困窮す
る人が増えている。ガソリン以外の燃料にも町
としての支援策が必要ではないか。
　トリガー条項の解除や再生可能エネルギー利
用拡大など、エネルギー制度改革も進めるべき
では。
・農業委員会会長へ
　今年は作物の高温障害が懸念される。農業経
営の収支、営農計画の見通しについてどのよう
に把握しているか。

町長 　
　燃料価格高騰対策は、国が早急に進めるべき
であり、要請をしていきます。また、町として

今回の定例議会の傍聴者は、3名でした。
YouTube 再生は169回でした。

みなさまの傍聴をお待ちしています。 

　町民の代表者の方々の議論ですから、町民のために語られてい
るのだと思います。ただ、重要なのは今じゃなく、今後の沼田町
の姿だと思う。ひとつのハコ物を財源だけで決定するのではなく、
ほかの町にも同様のものはあるでしょう。大切なのは建物ではな
く利便性だと思う。使われるもの(将来性)をつくる。とても難し
いことだと思う。（６０代男性）

傍聴席の
生の声

大沼　恒雄　議員 横山町長
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　第３回　議会改革調査特別委員会
　沼田町議会サポーター・法政大学土山希美枝教授が来町して、沼田町
議会と意見交換をしました。
　議員数や報酬水準、定数削減問題などについて詳しく述べられていま
す。土山氏から「議員は町民の代表であるため、適切な人材をリクルー
トする必要がある」と主張し、「議員の仕事内容を町民に理解してもら
うため、積極的にアピールすることが重要です」と訴えています。議論では、女性議員の割合が低い
現状や、議会の活動を町民に適正に評価してもらうことの難しさについても意見交換しました。

土山氏が考えるアクションプラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議員定数削減の問題点
　議員定数を大幅に削減するのは困難です。常任委員会数を維持し、実りある議論を行うには一
定数の議員が必要だと説明されています。定数を減らすと立候補のハードルが上がり、議会の多
様性が失われることが指摘されました。

議員の生活を保障する報酬
　議員の報酬は生活を保障する額であるべきだと主張されています。行政職と同様の水準にする
ことが望ましいと述べられました。非常勤報酬では生活が成り立たないため、正規の生活給に近
づける必要があると訴えられています。

町民の理解を得ることの重要性
　議員の仕事内容を町民に理解してもらうことが極めて重要だと強調されています。積極的なア
ピールとして、全町民訪問や学校での出前授業などのアイデアが提案されています。町民との対
話を積み重ね、住民の代表者としての意識を高めることが目指されています。

女性議員の割合向上の必要性
　衆議院小選挙区一人区の増加に伴い、女性議員の割合が低下している現状が指摘されています。
多様な視点を反映するためにも、女性議員を増やすことが重要だと述べられています。

議会活動の評価を得ることの困難さ
　議会改革を行っても、町民からの評価を得るのは難しいと述べられています。個別の政策改善
を示すことが求められているため、単なる議会改革では不十分だと説明されています。

議会改革調査特別委員会

議会サポーターの土山教授

このページの文章は生成AI技術を活用し、土山氏を講師に迎えて行った会議のまとめを文章化したものです。
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広報委員会での生成AI活用
　沼田町議会改革調査特別委員会では、議員の仕事を効率化する目的
で生成AI技術を活用した広報作成を実践中です。現在の生成AI技術
を使うと、短時間で効率的に文章作成の
手助けをしてくれます。また、議事録か
ら伝えたいことを要約していくため、強
力な広報委員の一人としての活用を試行
錯誤しています。

　もちろん生成AI技術が全部作成するわけではありませんし、人によ
る修正は加えて広報原稿を作成します。

議会改革調査特別委員会に関わる日程
・８月２８日　　第２回　議会改革調査特別委員会
　　議会ホームページについて他議会の状況を調査し、議員定数と報酬について議論しました。

・１０月２日　　第３回　議会改革調査特別委員会
　　８ページ参照。

町民町民ととつながるつながる議会議会をを目指して目指して

目黒区議会議員視察 奈井江町議会議員視察

・１１月６日　視察受け入れ
　�　奈井江町議会から１0名が来町し、議会改革、
タブレットの活用について視察されました。

・１０月５日　視察受け入れ
　�　東京都目黒区議会から１３名が来町し、議会
改革、中学生議会について視察されました。
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決算特別委員会

歳   出
59億8279万円

歳   入
61億8016万円

職員費
　町職員の人件費など　11％

諸支出金
　町の預金（基金）に積み立てなど　11％

公債費
　町の借金（町債）の返済　7％

教育費
　学校の運営、社会教育や施設の
　維持管理費など　11％

消防費
　消防運営や防災対策など　3％

土木費
　道路整備や公園管理、除雪など　11％

その他
　令和3年度決算繰越金など　6％

町税
　町民税、固定資産税など　5％

地方交付税
　国からの交付金　42％　

使用料及び手数料
　施設利用料や各種証明書等発行
　手数料など　1％

国庫支出金
　国からの補助金　9％

町債
　国などから借りたお金　9％

諸収入
　庁舎賃料など雑入　6％

繰入金
　基金から一般財源への繰入　9％

寄付金
　ふるさと納税など町への寄付金　5％

財産収入
　町有地の売払いや貸付けなど　1％

道支出金
　道からの補助金　7％

議会費　議会運営費　1％

総務費
　庁舎管理や地域振興など　16％

民生費
　高齢者・障害者福祉、保育園、
　子ども手当など　12％

衛生費
　検診、予防接種、クリニック指定管理料、
　ごみ処理など　4％

農林水産費
　農業振興や森林活用など　10％

商工費
　商工業振興や夜高あんどんなどの観光振興費
　3％

10月18日～27日 令和4年度決算  全会一致で認定

総　　括　　　　　質　　疑
　　　　　観光費に「沼田力が」分かるよう、

化石やほたるなども活用すべきではな
いか。

　　　　　魅力ある独自の資源を有効にＰＲ
できる連携は取らせていただいたつも
りです。効果の見えない部分もあった

のかもしれないが、予算組上であることのご理
解を願いたい。

　　　　　蛾の大量発生は、環境衛生費で町民
に寄り添った初動対応に活用すべきで
はないか。

　　　　　蛾の発生は、街灯のＬＥＤ化に伴い
減少していると判断していますが、衛
生面に対する配慮に欠けた部分もあっ

たかもしれない。共助という形で町民にご協力
いただき、道路管理者とも協議していきたい。

　　　　　学力向上対策は、Team�Teaching
方式でより結果に直結する事業が必要
ではないか。

　　　　　学力学習状況調査や各種のテスト
を総合的に見ながら学習の定着を図
り、弱点を担う取り組みを行っていま

す。道に加配の要望を行っていますが、近年の
教員不足などから十分な配置になっていない
状況です。

　　　　　公共施設の管理を業者委託にする
考えはあるのか。
　　　

　　　　　今後のスマートな行政運営を図る
うえで、職員で全部の施設を管理でき
るかも含め、施設によっては、指定管

理や委託も考えながら進めていきたい。

畑地�委員長　　三浦�副委員長
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決算特別委員会

歳   出
59億8279万円

歳   入
61億8016万円

職員費
　町職員の人件費など　11％

諸支出金
　町の預金（基金）に積み立てなど　11％

公債費
　町の借金（町債）の返済　7％

教育費
　学校の運営、社会教育や施設の
　維持管理費など　11％

消防費
　消防運営や防災対策など　3％

土木費
　道路整備や公園管理、除雪など　11％

その他
　令和3年度決算繰越金など　6％

町税
　町民税、固定資産税など　5％

地方交付税
　国からの交付金　42％　

使用料及び手数料
　施設利用料や各種証明書等発行
　手数料など　1％

国庫支出金
　国からの補助金　9％

町債
　国などから借りたお金　9％

諸収入
　庁舎賃料など雑入　6％

繰入金
　基金から一般財源への繰入　9％

寄付金
　ふるさと納税など町への寄付金　5％

財産収入
　町有地の売払いや貸付けなど　1％

道支出金
　道からの補助金　7％

議会費　議会運営費　1％

総務費
　庁舎管理や地域振興など　16％

民生費
　高齢者・障害者福祉、保育園、
　子ども手当など　12％

衛生費
　検診、予防接種、クリニック指定管理料、
　ごみ処理など　4％

農林水産費
　農業振興や森林活用など　10％

商工費
　商工業振興や夜高あんどんなどの観光振興費
　3％

10月18日～27日 令和4年度決算  全会一致で認定

総　　括　　　　　質　　疑

　　　　　スマート農業や農業機械に対する
町の補助制度を見直すべきではない
か。

　　　　　現在の制度設計から高い補助率に
変更する場合、今まで導入された農
業者との支障が発生する懸念があり

ます。より持続できる沼田農業を作り上げるた
めの協議を意見を伺いながら行っていきたい。

　　　　　農業者に対する効果的な支援策で
今後の沼田農業への誘導策を示すべき
ではないか。

　　　　　加工用トマト生産は１０００トンを目
指し、機械収穫などの調査も行う中、
生産者に栽培していただける環境を作

っていきたい。
　労働力の確保に向け対策を検討し、意見集約
を行い、対応策を検討していきたい。

　　　　　移住の増加に対応できる保育、介
護、看護人材の確保対策は。

　　　　　介護従事者就業支援事業は、現場の
声を反映して制度設計したもので、
沼田町独自の事業です。保育も含め

た重要な部門について働いてみたいという環
境を作り、持続可能な対応策を図っています。

　　　　　移住定住者や協力隊との介護や保
育など仕事のマッチングは出来てい
るのか。

　　　　　介護士や保育士の就業支援助成事
業は５年間の就業支援金を活用した
重要な事業であり、効果が十二分に

あると感じています。協力隊は募集をしている
が、採用には至っていません。

回答する横山町長

令和４年度決算のここに注目!!
〇ふるさと納税　　　　　　　2億7316万円　対前年度　9939万円の増
〇スキー場リフト輸送人員　　　  1０1，97２人　対前年度　3８，9０1人の増
〇実質収支額　　　　　　　　1億5０８6万円　　黒字
〇実質公債費比率※　　　　　　　　　 ０.1　　全道平均　7.０
　　※実質公債費比率とは、地方公共団体の一般財源総額に占める公債費の比率です。
　　　数値が低いほど財政が健全であるとされています。
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■そうみん会報第１号を発行
　今期より新しい取り組みとして、常任委員会の活
動をわかりやすく伝えるポスターを製作しました。
名付けて「そうみん会報」です。町内の各公共施設
などで掲示しています。これからも随時更新してい
きますので、ご覧になったご意見などをお知らせく
ださい。

■防災関連施設を視察
　９月２８日に、妹背牛町と秩父別町の防災関連施設
を視察しました。
　妹背牛町では約１億５千万円をかけた防災備品備
蓄庫と非常用発電設備を見学。沼田町では備蓄施設
が狭いため、各所に分散して保管されていますが、
妹背牛町では一元管理されており、同様の施設の必
要性を感じました。
　また、緊急用発電設備は、燃料が庁舎の重油と共
通になっており、工夫の跡を感じました。
　秩父別町では消防庁舎に設置されているソーラー
パネルを見学しました。広い駐車場では演習も可能
でした。

常任委員会の活動状況

総務民教建設常任委員会

A3版のポスターです

備蓄庫の搬入口で妹背牛町の担当者から説明を聞く議員 秩父別町のソーラーパネル
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　産業福祉常任委員会では所管事務調査テーマを「商業インフラで持続可能なまちづくり」と決
定していることから、１１月９日・１0日、町内外からの起業や開放的なチャレンジショップなどの先進
的な活動と充実した支援体制を整えている、安平町と喜茂別町を視察してきました。
　同日、余市町のクラフトビールの工場も視察してきました。

産業福祉常任委員会

起業者育成に力を入れる安平町安平町では、トレーラーハウスを利用したチャレンジショップ
で協力隊員が運営するカフェを見学

喜茂別町は、道の駅とは別に、官民一体の郷の駅を整備し、
誘客を図る

余市町では、省スペースでも製造可能なクラフトビー
ル工場を見学
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　１0月１5日、秋晴れの中会場にお邪魔しました。たく
さんの親子連れや買い物客が訪れていました。まちな
かほっとタウンの駐車場では、毎日様々な現場で頑張
っている自衛隊、消防、警察のはたらく車たちが集結
して、制服の試着なども行われ、たくさんの子どもた
ちでにぎわっていました。
　表紙のお子さんは、町内に住む小本陽輝（はるき）
くんと、小本直輝（なおき）くんの８歳の双子の男子
です。
　このイベントでの「がんばる車大集合」をとても楽
しみにしていたそうです。消防士の消火服に身を包み、
消防車の運転席にも乗せてもらっていました。笑顔で
ポーズを決めた二人を撮らせていただきました。

■�退任議員との交流

　１0月１３日、退任議員と現職議員のパ
ークゴルフ大会を開催し、親睦交流を
深めました。
　団体戦では、退任議員の正確なショ
ットにはまだまだ勝てない現職議員チ
ームでした。
　この日は退任議員親睦会の総会もあ
り、新たな会長に杉本邦雄氏が選ばれ
ました。
　個人の成績
　・優　勝　　山木　一男
　・準優勝　　津川　　均
　・３　位　　杉本　邦雄
　・ホールインワン賞　山木　一男

■�中学生議会を開催

　１１月１日に沼田中学校の３年生を代表して５名
が、町議会の議場において、横山町長への一般質問
を行う中学生議会を行いました。
　公共施設に関する質問では、財政状況により優先
順位を決めると答弁した町長に、それでは施設の建
設に使える予算はどれくらいあるのかと再質問で切
り返す場面も見られました。
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一般質問をする中学生議員

まだまだ現職には負けません

みんなの広場みんなの広場


